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全体概要：大会について、大会の目的

■ 大会の目的：
世界中で人気のゲーム「Minecraft」を利用したデジタル
なものづくりを通して、「ひとりひとりが可能性に挑戦で
きる場所」を創出します。

21世紀を生きる子どもたちは、問題解決能力やコラボレ
ーションといった、不確かな時代を生きるために必要なス
キルを身につける必要があるといわれています。日本でも、
2020年から小学校においてプログラミング教育が必修化
され、プログラミング体験を通してプログラミング的思考
を育み、また身近な問題発見・解決にコンピュータやソフ
トウェアの働きを活かし、よりよい社会をつくっていく態
度を養成することが期待されています。

本大会のコンセプトは、「ひとりひとりが可能性に挑戦で
きる場所」。

多種多様な環境に置かれている子どもたちが協働を通じて、
自らのコミュニティづくりに積極的に参加できる体験をこ
のコンテストを通じて行ってまいります。

■大会について：
学校教育の現場でも使われている「教育版マインクラフ
ト」を使い、テーマに沿って作られたワールドを全国・
世界から募集、内容を競い合う大会です。

Minecraftカップ全国大会では、プログラミング体験、お
よびデジタルなものづくりを通した問題発見・解決を目
指すツールとして、世界的に人気のある「Minecraft」を
活用し、全ての子どもたちがプログラミング教育や、デ
ジタルなものづくりに触れることのできる機会を創出を
行っていくことを考えました。
今回で4回目となる本大会、過去のべ7,742名の子どもた
ちからのエントリーがありました。本年度は大会パート
ナーの積水ハウス株式会社、三菱地所株式会社、農林中
央金庫、株式会社ポプラ社、UUUM株式会社、株式会社
インプレスも加わり、よりSDGsに深く取り組んだテーマ
となっております。

事務局のユニバーサル志縁センター、ICT CONNECT 21、
特別パートナーの日本マイクロソフト株式会社もそれぞ
れ、教育・⽀援・ITと強みが異なりますが、このような
専門性をもつ機関との連携を通じて、全ての子どもたち
の可能性を最大限にするお手伝いができたらと考えてい
ます。
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SDGsはこの地球上で人々がずっと暮らし続けていくために、2030年までに達成しなければいけない17
の目標です。SDGs目標をみんなで達成していくことで未来の世界を持続可能なものに変えていきます。

近年では、人間の開発活動や気候変動の影響により、わたしたちの暮らしや経済、生き物たちが様々なリ
スクにさらされています。

そんな中、今、最も注目されている取り組みの1つである生物多様性（生き物たちの豊かな個性とつなが
り）保全への動きが活発になっています。いのち豊かな地球のために自然や動植物、私たち人間がお互いに
つながり、⽀え合って生きていくことを目指しています。

都市が発達するにつれて、人と自然がともに生きていく方法が忘れられつつあります。みなさんも身近な
生活の中で鳥や昆虫の種類が減ったことを感じたり、学んだりしているのではないでしょうか。生態系の一
部である私たちがこれからも自然の恩恵を受けて生きていくためには多くの生き物との助け合いが必要です。
私たちがお家の庭やまちづくりなどの身近な自然について考えて行動することで、多様な生き物が生息でき
る環境が続いていき、私たちの暮らしを守ることにつながります。

みなさんがネイチャーポジティブ（自然を優先する、良い影響をもたらすこと）な未来での暮らしを考え
るために、生き物と自然に関連するゴールから2つをピックアップし「生き物と人と自然がつながる家・ま
ち～生物多様性を守ろう～」を作品テーマに設定します。以下の2つのSDGs目標の14番、15番の両方また
はいずれかを取り入れ、生物多様性保全の要素を入れてワールドを作ってください。
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募集作品テーマ

生き物と人と自然がつながる家・まち ～生物多様性を守ろう～

SDGsの目標

人間による魚の獲りすぎで
海の資源が減少し続けてい
ること、また人間が出すゴ
ミや排水によって海が汚れ
てしまった結果、世界中の
海が深刻な問題を抱えてい
ます。一人ひとりが海の自
然や資源を守るために、小
さな心がけを重ねていくこ
とが大切です。

人間によって社会
が発達するにつれ
て自然が減少し、
生き物を育むため
の環境が損なわれ
ていきました。自
然が失われつつあ
ることで多くの生
き物が絶滅の危機
さらされています。

生物多様性ってなに？

この地球には私たち人間だけでなくさまざまな生き物が住んでいます。
そして自然と生き物、人間はお互いにたすけあい、ゆるやかにつながり
ながら暮らしています。このように、さまざまな自然と生き物が関係し
合いながら生きていることを「生態系」といいます。

この生態系に、たくさんの種類の生き物がいたり、生き物が暮らせる
自然がたくさんあることを「生物多様性」といいます。 たとえば、夏に
訪れるナミアゲハの幼虫はミカン科の植物が大好物なので、サンショウ
などを植えることで招くことができます。 お庭や公園に水場があればト
ンボが遊びに来たり、卵を産みにきます。トンボを招くにはヒメガマな
どの水生植物を植えます。 サンショウやヒメガマは日本に昔からある植
物で、そのような植物や樹木のことを日本の「在来樹種」といいます。

人間が行った都市開発などにより、生き物とともに暮らすための自然
はどんどん減ってしまいました。 しかし、私たちが街づくりや庭づくり
でその地域の在来樹種を植えると、さまざまな生き物の居場所を増やす
ことができます。 私たちが自然にとってよい行動をとることで生物多様
性を守ることができるのです。



全体概要：スケジュール
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■スケジュール：
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募集期間 2022年5月31日（火）から2022年9月11日（日）まで

参加対象

以下の3部門の内、1つの部門に参加できます。チーム編成はすべて1名以上30名以下となります。
※チームでの参加はオンラインでの共同作業を推奨しております。物理的に集まる際はお住いの自治体が題
している感染予防対策を遵守した上で共同作業を行ってください。
※満年齢の基準日は、2023年4月1日時点での参加者の年齢となります。

●ジュニア部門：
チームの最年長が小学校低学年以下（満9歳以下）で編成されたチーム

●ミドル部門：
チームの最年長が小学校高学年以下（満12歳以下）で編成されたチーム

●ヤング部門：
チームの最年長が高校生以下（満18歳以下）で編成されたチーム

応募作品の
規格等

●チームメンバー全員の会員登録、及びチームメンバー登録の完了
●スポーン地点から、1000×1000の範囲で制作された、

作品テーマに即した教育版マインクラフトのワールドデータ
●タイトルが記載された、作品の顔となるサムネイル画像
●ワールドデータの作成箇所1000×1000に切り取った地図画像
●自分が一番見せたいMakeCodeの画像（全部でも、一部分でもどちらでも可。）
●各質問項目に対する回答（各200字～400字以内）と、それに即した画像（各１枚）
●ワールドの魅力やその作品テーマが伝わる動画（45秒～１分以内）
●その他追加したい添付資料（PDF/MakeCodeファイル）※任意
●保護者の同意

参加にあた
って必要な
環境

①PC／タブレット(Windows 10、Windows 11、Mac OS、iPad、Chromebook)
②通信インターネット環境
③教育版マインクラフト（Minecraft: Education Edition）のライセンス ※1 ※2
※1 学校などの教育機関では、既に教育版マインクラフトのライセンスを所持している可能性があります。
ライセンスをお持ちかどうか学校の管理者などに確認してください。
※2 本年度より、一部の例外を除き、教育版マインクラフトの無条件での無償貸与はいたしません。

参加費
無料
※別途インターネット通信費がかかる場合があります。

一次・二次
審査ブロッ
ク

●北海道海外ブロック：北海道、海外
●東北ブロック ：青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県
●北関東信州ブロック：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、長野県
●南関東ブロック ：千葉県、神奈川県、山梨県
●東京ブロック ：東京都
●北陸ブロック ：新潟県、富山県、石川県、福井県
●東海ブロック ：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
●近畿ブロック ：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
●中国ブロック ：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県
●四国ブロック ：徳島県、香川県、愛媛県、高知県
●北九州ブロック ：福岡県、佐賀県、長崎県、大分県
●南九州ブロック ：熊本県、宮崎県、鹿児島県
●沖縄ブロック ：沖縄県

選考、審査
通過、優秀
作品の発表

審査基準に沿って一次審査、二次審査、最終審査を行います。二次審査では最優秀賞、優秀賞、地域パート
ナー特別賞、奨励賞が授与され、受賞者には賞状が贈られます。最終審査では最優秀賞、優秀賞、審査員特
別賞、パートナー特別賞、奨励賞が授与され、受賞者には賞状や副賞等が贈られます。

一次審査：2022年11月上旬
二次審査：2022年12月上旬
最終審査：2023年2月5日（日）に開催の最終審査会・表彰式にて発表

■応募要項



著作権につ
いて

作品中に他人が著作権等をもつ著作物等が含まれる場合には、応募者の責任において、その他人の著作物等について著作権
者等から応募のための複製の許可を得てください。また、人の肖像等を利用する場合についても同様とします。
応募作品が著作権侵害にあたると判断した場合、審査対象から除外させていただく場合がございます。
応募作品内では、企業の商品・商標、音楽、キャラクター・写真、、既存のワールドの改変・流用など、他者の著作物の使
用はお控えください。オリジナルの作品をご提出いただきますようお願いします。
教育版マインクラフトを利用するにあたり、『MOJANG アカウント利用規約』を必ずご確認ください。
応募作品公開後に関して、細心の注意を払っております。しかしながら、全ての情報の正確性、安全性等に関しまして、一
切の保障をするものではありません。著作権を含む、作品における損害・損失・トラブル等に関して、いかなる理由に関わ
らず、本大会は一切の責任を負わないものとします。
応募作品の著作権は原則として各個人に帰属しますが、企画運営に必要な範囲において本委員会に帰属する場合もございま
す。
動画に関する規約はYouTubeの利用規約に準ずるものとします。『YouTube利用規約』を必ずご確認ください。

参加につい
て

エントリー期間は2022年5月31日（火）〜2022年９月11日（日）まで。応募期間は2022年8月1日（月）〜2022年９月11
日（日）までとなります。期間外のエントリーおよび応募の受付は対応いたしません。
2023年4月1日時点で満18歳以下の、1名以上30名以下のチームが参加対象です。1名での参加であっても1チームとしてカ
ウントします。
すべての参加者の皆様に、丁寧で友好的、差別のない体験をしていただけるよう努めています。このため、参加者の皆様が
不快に思う、もしくは尊厳を傷つけられるような行動はお断りしております。具体的には次のような例が該当しますが、こ
れに限りません。

・大会に応募された作品ならびに応募者、関係者に対する誹謗中傷に関する行為。
・大会に応募された作品ならびに応募者に帰属する情報を、当事者ないし主催者の許可なく第三者へ頒布、公開する行為。
・大会に応募された作品ならびに応募者、または関係者の個人が特定できる画像や映像を当事者の許諾なく、公の場で掲出
したり、他人と共有する行為。
・授賞式等のイベントで会場内に私物を放置したり、区画を占有する行為。
・授章式等のイベントで、主催者もしくは会場側の利用規則に反する行為。(会場設備の無断借用など)

応募完了後においても、本委員会の判断により本大会へのご参加をお断りする場合がございます。なお、お断りする理由な
どについては、ご説明はいたしかねます。
授賞式等のイベントにおける会場内での事故 (病気、けが、盗難、紛失など) に関しましては、責任を負いかねますので、各
自管理/対応をお願いいたします。
参加権利の譲渡、他人への貸与は禁止です。応募登録者ご本人以外の方による応募などの不正行為が判明した場合は、その
権利を没収し、その後の本大会への参加をお断りさせていただきます。

審査につい
て

審査内容や結果に関するお問い合わせにはお答えできません。
審査の結果、各アワードの該当がない場合があります。
提出された応募情報ならびに作品は返却しません。
アワード受賞後、受賞チームに反社会的勢力との関係が明らかとなった場合には、表彰を取り消し、賞状、副賞等の返還を
求めます。

情報の取り
扱いについ
て

応募に関し提示されたお客様の個人情報は、本委員会で管理いたします。
応募者には本大会関連イベントなどのご案内等をお送りする場合があります。
著作権は原則として各個人に帰属しますが、企画運営に必要な範囲において本委員会に帰属する場合もあります。なお、エ
ントリー専用ページから申請し、貸与されたライセンスは、利用期間後は使用できません。その後の利用については本委員
会では対応できないことをご了承ください。
応募者名や応募内容については、本大会の公式サイト等にて公開します。また、最終審査会では応募内容の発表を行ってい
ただきます。本大会における応募内容等の取り扱いをご理解いただいた上で、公開を希望されない応募内容等に関しまして
は、本大会において応募、開示されぬよう十分にご留意ください。

サービスの
内容の変更、
中断、停止
について

本委員会は、必要に応じて応募登録者の承諾を得ることなく、また応募登録者への事前の告知を行うことなく、任意に本大
会、授賞式等のイベントおよび関連するサービスの全部または一部を変更または中止することができるものとします。
本委員会は、以下に該当する場合、応募者の承諾を得ることなく、また応募者への事前の告知を行うことなく、本大会授賞
式等のイベントおよび関連するサービスの全部または一部を一時的に中断または停止する場合がございます。

・関連するサービスを提供するデータベース管理システムの定期的または緊急な保守または更新を行う場合。
・火災、停電、天災などの不可抗力により、関連するサービスの提供が困難になった場合。
・その他、不測の事態により関連するサービスの提供が困難と本委員会が判断した場合。

不可抗力に
ついて

天災地変、戦乱、暴動、官公庁の命令、その他、本大会運営委員会の⽀配できない事由が生じた場合において、本大会およ
び授賞式等のイベントの開催が困難または不可能と判断した場合、本大会運営委員会は、応募登録者の承諾を得ることなく、
本大会および授賞式等のイベントの開催を中止する場合がございます。

掲載情報に
ついて

プログラミングの様子やイベント会場などの写真はすべてイメージです。掲載日程は催行を保証するものではございません。
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■参加にあたっての注意事項



全体概要：エントリー

8

応募期間内に公式サイトから会員登録ページにアクセスし、必要事項を入力して会員登録を
行うことで、チーム作成、応募提出、イベント参加方法のお知らせ、大会のお知らせ、ピア
ボーディングの権利、アカウントの利用申請などが行える。

■エントリー（会員登録）：



昨年度の5ブロックから地区を拡大し、全国13の地区ブロックにて、一次〜二次審査(地区ブ
ロック大会）を行った。

9

■13地区ブロック

地区 地区ブロック都道府県内訳

北海道海外 北海道、海外

東北 青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県

北関東信州 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、長野県

南関東 千葉県、神奈川県、山梨県

東京 東京

北陸 新潟県、富山県、石川県、福井県

東海 岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

近畿 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

四国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

北九州 福岡県、佐賀県、長崎県、大分県

南九州 熊本県、宮崎県、鹿児島県

沖縄 沖縄県

地区ブロック内訳



応募が完了し、確認がとれた作品はすべて公式サイトに掲載される。
掲載された作品は一次審査のピアボーティング対象となる。

10

■応募作品

応募作品ページに13地区ブロックに分かれて作品が掲載
https://minecraftcup.com/works/

地区を開くと作品がランダムに掲載
部門のタブを開くと部門ごとにソートできる

作品を開くと応募時に提出した内容が掲載されている

https://minecraftcup.com/works/


全体概要：ライセンス貸与数・サイト閲覧数・動画再生数

■ライセンスの無償貸与総数

■ サイト閲覧数

Minecraft: Education Edition(教育版マインクラフト)の利用可能ライセンスを参加人数

分無償貸与した。

参加人数 ：6,059名 (仮登録：1,009名・2023/1/16時点)

応募作品数：426作品

100,279 PV

（2022年4月1日〜2022年12月10日）

11



12

■ 動画再生数（2023年1月16日現在）

全コンテンツ再生回数 約16.3万回

パートナー企業動画（合計） 8,320回

最終発表会       - 回



13

■ パートナー動画再生数（2023年1月16日現在）

パートナー企業動画（合計） 8,320回
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■ 取材動画再生数（2023年1月16日現在）
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■ 大会関連動画再生数（2023年1月16日現在）
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■ 視聴者数が多い動画（2023年1月16日現在）

■ 視聴者層（2023年1月16日現在）
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■ トラフィックソース（2023年1月16日現在）
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■ 動画再生数（2023年1月16日現在）

全コンテンツ再生回数 約16.3万回



全体概要：審査基準、審査方法、アワード

■ 審査基準：

■ 審査方法：

19

全国13の地区ブロックに分けて行う一次〜二次審査(地区ブロック大会）と、

各ブロック代表の作品で競う最終審査が行われる。



■ アワード：

20

総合賞
最優秀賞（各部
門）

総合的に判断し、最もすぐれたものに与えられる最高の賞。ジュニア部門、ミドル部門、ヤング部門か
らそれぞれ１チームを選定します。

優秀賞（各部門）
個人、チーム問わず、すぐれたものに与えられる賞。ジュニア部門、ミドル部門、ヤング部門からそれ
ぞれ１チームを選定します。

学校賞 学校内での活動の一環で参加したチームの中からすぐれたものに与えられる賞。

新人賞 初めて参加したチームの中からすぐれたものに与えられる賞。

オーディエンス賞
オーディエンスの投票数が最も多いものに与えられる賞。オーディエンスは審査基準を元に、最もすぐ

れたものだと判断する１チームへ投票する権利が与えられます。

奨励賞
今後の活躍が期待されるものに与えられる賞。

コーディング賞 レッドストーン回路を構築し、かつ魅力的なワールドに贈られる賞

審査員特別賞

クラフター賞
十分な調査に基づいた建築物や造形物であること。レッドストーン回路・コマンドブロック等を使用し
た動的な装置が随所に組み込まれていること。オリジナルのテクスチャ、アドオン等の外部リソースが
組み込まれていること。（選定者：タツナミ シュウイチ）

SDGs賞
世界・国・地域の持続可能なあり方についての問題を自分事として考え、テーマ化されていること。そ
の問題の解決に向けて、多くの人が前向きに取り組めるようなアイデアが盛り込まれていること。（選
定者：浅利 美鈴）

映像クリエイティ
ブ賞

ワールドの出来栄えはもちろんですが、視聴者目線に立って映像を見た時に思わず訪れたくなるような
気持ちを与えてくれる映像を選びたく思っています。 また動画構成のストーリー性の深さなども評価
の点になります。（選定者：Kazu）

フューチャーイノ
ベーション賞

テクノロジーを駆使し、今は存在しないが近い将来現れそうな物が組み込まれていること。これからの
世界、社会を彷彿とさせるような物が組み込まれていること。他者があったら良いなと思えるような物
が組み込まれていること。（選定者：小宮山 利恵子）

エデュテイメント
賞

「他者を楽しませる」という視点で制作されていること。「楽しい(エンターテインメント)」だけでな
く、「学習(エデュケーション)」の要素が含まれていること。これまでにない新しい発想であること。
（選定者：正頭 英和）

建築賞
環境や社会の課題に取り組み、工夫を凝らした建造物であること。その人にしかできない創造的で独創
的なオリジナリティ溢れた未来思考のある建造物であること。（選定者：髙﨑 正治）

プログラミング賞

コンピュータと人間が共生するイメージが持てるようなプログラムが使われていること。持続可能性を
意識し、ワールドや作品テーマにあった仕組みや動きを実現するためのプログラムであること。シンプ
ルでも汎用性のあるプログラムで随所に応用できるなど効率の良さがうかがえるプログラムであること。
（選定者：畑 紗羅）

サステナブルまち
づくり賞

まちづくりについてよく調べられており、豊かな発想のもと持続可能な都市計画が表現できている作品
であること。（選定者：堀内 容介）

パートナー特別賞
積水ハウス賞 「人と自然がつながる住めば住むほど幸せ住まい」が表現された作品に与えられる賞

ワクワクして暮ら
せる社会賞

人と自然と生物が共生できる明るい未来を表現された作品に与えられる賞

三菱地所賞(大丸
有SDGsACT5)

都市の主役は人。出会い・交流が生まれ、にぎわい活気があるまちが表現された作品に贈られる賞

農林中央金庫賞
(大丸有
SDGsACT5)

未来の農業、創造性あふれる農林水産業が表現された作品に贈られる賞

ポプラ社賞
マインクラフトを思いっきり楽しんで、「まじめにふまじめ」なチャレンジを表現した作品に贈られる
賞

インプレス こど
もとＩＴ賞

遊んでみたくなる工夫にあふれ、マーケットプレイスに出品できるくらい完成度も高いワールドに贈ら
れる賞

Microsoft賞 教育版マインクラフトを通じて、自分たちの可能性を大きく伸ばすことができたチームに贈られる賞

日本財団賞
“One World One Family（世界は一つの家族）”といった、ダイバーシティー＆インクルージョンの観
点が織り込まれた作品に贈られる賞
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全体概要：地区ブロック審査員、全国大会審査員

■ 地区ブロック審査員：
本年度はブロックの拡大に伴い、
地区リーダー審査員13名、
地区サブリーダー10名、
地区一般審査員26名に増員した。
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■全国大会審査員①
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■全国大会審査員②



Minecraftカップは、日本財団の助成を受けて開催しています。

日本財団は「すべての子どもたちに、これからの社会を生き抜く力を育むことができるような機会や環境が
提供され、未来への希望が持てるようにする」ことは、社会の責任と考えています。しかし現実には、家庭
の抱える困難が複雑・深刻化し、地域のつながりも希薄になる中で、安心して過ごせる居場所がなく、孤立
してしまう子どもも少なくありません。

そこで、子どもたちが安心して過ごせる環境で、自己肯定感、人や社会と関わる力、生活習慣、学習習慣な
ど、将来の自立に向けて生き抜く力を育む「子ども第三の居場所」を全国に拡げており、ここをハブとして、
行政、NPO、市民、企業、研究者の方々と協力し、誰一人取り残されない地域子育てコミュニティをつくる
ことで「みんなが、みんなの子どもを育てる」社会を目指しています。

本大会が取り扱う教育版マインクラフトは、想像力・協働性・問題解決能力・探求心・プログラミング的思
考が身につくなど、高い教育効果があるため、現在多くの学校の授業として導入されていますが、地方や困
窮世帯の子どもなどにはまだ充分に行き届いておらず、また指導者不足も課題となっています。

日本財団としては、未来を担う子どもたちのために、Minecraft カップの大会目的に共感し、開催を⽀援す
るとともに、教育版マインクラフトの全国的な普及展開を行う「デジタルものづくりコミュニティ」の形成
に取組み、すべての子どもたちに豊かな体験プログラムが行き届くよう、大会運営委員会とタッグを組んで

活動していきます。

全体概要：スペシャルサポーター、大会パートナー・協力・後援・運営団体・主催

■スペシャルサポーター：

24

日本財団2022年度
「子ども第三の居場所」事業募集要項

https://www.nippon-foundation.or.jp/grant_application/programs/child-third-place
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■大会パートナー・協力
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■地域パートナー・後援・運営団体・主催

主催 Minecraftカップ全国大会運営委員会
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全体概要：運営委員会、アドバイザー、事務局

■大会運営委員会：
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■大会運営アドバイザー①
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■大会運営アドバイザー②
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■大会運営委員会事務局



Minecraftカップ2022全国大会

エントリー・応募者数
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レポート概要

エントリー期間：2022年5月31日(火)～2023年2月5日(日)

エントリー数：6,549人（仮登録含む）

32

エントリー概要

作品応募期間：2022年8月1日(月)～9月11日(日)

作品応募数 ：426作品

作品応募ページ：https://minecraftcup.com/application-rule/

作品一覧ページ：https://minecraftcup.com/work/

応募概要

https://minecraftcup.com/application-rule/
https://minecraftcup.com/work/


エントリー：エントリー者数

男 女 選ばない 総計
東京ブロック 872 297 41 1210
南関東ブロック 795 259 18 1072
北関東ブロック 541 237 34 812
近畿ブロック 419 177 40 636
東海ブロック 435 115 16 566
沖縄ブロック 295 197 12 504
北九州ブロック 213 84 7 304
北海道海外ブロック 225 67 9 301
四国ブロック 193 87 10 290
東北ブロック 201 33 8 242
南九州ブロック 153 81 6 240
中国ブロック 177 51 2 230
北陸ブロック 111 23 4 138
総計 4630 1708 207 6545
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エントリー：作品応募数
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ヤング部門

ミドル部門

ジュニア部門

行ラベル ジュニア部門 ミドル部門 ヤング部門 総計

沖縄ブロック 4 9 5 18

近畿ブロック 12 28 17 57

四国ブロック 3 11 7 21

中国ブロック 1 11 3 15

東海ブロック 8 22 8 38

東京ブロック 30 39 18 87

東北ブロック 1 9 2 12

南関東ブロック 21 25 13 59

南九州ブロック 2 10 3 15

北海道海外ブロック 2 10 1 13

北関東ブロック 11 30 17 58

北九州ブロック 9 12 2 23

北陸ブロック 2 7 1 10

総計 106 223 97 426
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エントリー：作品数(未応募含む）

行ラベル ジュニア部門 ミドル部門 ヤング部門 総計

沖縄ブロック 10 18 9 37

近畿ブロック 26 44 34 104

四国ブロック 8 13 9 30

中国ブロック 8 13 9 30

東海ブロック 11 27 17 55

東京ブロック 54 69 32 155

東北ブロック 2 14 3 19

南関東ブロック 45 44 21 110

南九州ブロック 5 12 5 22

北海道海外ブロック 7 24 6 37

北関東ブロック 21 52 21 94

北九州ブロック 14 15 7 36

北陸ブロック 6 10 4 20

総計 217 355 177 749
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エントリー：大会を知った経緯

36

一番多かったのは知人・友人からの口コミ752件だった。
学校からの紹介も多く429名が先生たちからの紹介で登録をした。これは教育機関やプログラミング教
室からの周知、取り組みが多かったものと思われる。
学校単位での一括登録を受け付けなかったため、学校からの登録者数が少なくなった傾向が見られた。

※その他は未集計

口コミ 752

その他 510

学校からの紹介 429

公式ウェブ 327

コロツアー 294

コロコロコミック 172

クラブ活動 132

新聞 92

sns 87

公式パンフレット 60

youtube 47

メルマガ 34

総計 2936



応募：応募者の年齢別男女比
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男 4301

女 1562

選ばない 195

総計 6058

男 女 選ばない 総計

未就学児 43 13 2 58

小学校低学年 993 285 21 1299

小学校高学年 1560 464 50 2074

中学生 796 127 36 959

高校生 267 86 20 373

その他 283 284 45 612

学校関係者 120 42 8 170

保護者 239 261 13 513

総計 4301 1562 195 6058



Minecraftカップ2022全国大会

一次審査・二次審査
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■ 作品数：

チームは１名の個人から最大22名の団体での参加がみられた。

参加者は、公式サイトより会員登録を行い、マイページからチームを作成。参加する仲間とチームを組み、作

品を制作して自地区より応募を行う。
海外と日本の混合チームや、全国各地で仲間を集めて参加をするチームなども現れた。遠距離の場合はWEB会

議ツールやMiroなどのコラボレーションツールを用いて制作に望んだ。

作品数、応募内容、審査基準

参加対象 ：

2023年4月1日時点で満18歳以下の、1名以上30名以下で構成された以下の３部門に沿ったチーム
●ジュニア部門：チームの最年長が小学校低学年以下（満9歳以下）で編成されたチーム
●ミドル部門 ：チームの最年長が小学校高学年以下（満12歳以下）で編成されたチーム
●ヤング部門 ：チームの最年長が高校生以下（満18歳以下）で編成されたチーム

作品数 ： 426作品

作品一覧 ： https://minecraftcup.com/works/

https://minecraftcup.com/works/
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■応募内容
2023年4月1日時点で満18歳以下の、1名以上30名以下で構成された以下の３部門に沿ったチーム
●ジュニア部門：チームの最年長が小学校低学年以下（満9歳以下）で編成されたチーム
●ミドル部門 ：チームの最年長が小学校高学年以下（満12歳以下）で編成されたチーム
●ヤング部門 ：チームの最年長が高校生以下（満18歳以下）で編成されたチーム

会員登録を済ませ、チームを結成し、チームページから以下の内容を挿入して提出を行った。
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■審査基準

構
想
力

子供向け
大会のテーマについて考え、他のひとの作品には無い自分の作品だけにある要素やポイントを考えだし、設計
図にすることができたか。

審査員向け

制作前の全体構想を作成する際に、これまでのMinecraftカップ最終選考ノミネート作品やYouTubeで発表さ
れているワールド作品等で見たことが無いような独自の新しい要素、デザイン、ストーリー等を熟考のうえで
導き出すことが出来ているかどうかを判断する。さらにそれらの構想を「設計図」という形で実際に紙面やデ
ータ上にアウトプットし閲覧者に理解してもらう状態まで作れているかどうか。

調
査
力

子供向け
大会のテーマについて本やネット、動画などいろいろな場所やものでしらべて、さらに発表動画やプレゼンの
ときに何をしらべたかしっかりと伝えられるか。

審査員向け

事前調査が十分に行えているかどうか。書籍、ネットの情報や動画等（ただしネットの情報は正しい情報かど

うかの精査も出来ているかどうか）を集約し、自身の作品に反映することが出来るまで情報の精度を高めるこ
とができているかどうかを判断する。また、プレゼンの際に「どこで、なにを、どのように、どのくらい」調
べたかの要素をわかりやすく引用なども用いて発表できているかどうかも判断する。

技
術
力

子供向け
ワールドの建物などを手作業だけでなくMakeCodeで組んだプログラムでも作れたかどうか、さらにレッドス

トーン回路やコマンドブロックをつかって新しいしかけを作ることができたか。

審査員向け

ワールド内の土地造成、建築物、造形物、ギミック等々を手作業だけで積み上げるのではなくMakeCodeで組
んだプログラムを使用して作成できているかどうか、また組んだコードの試行錯誤の跡が試作品などで見られ
るかどうか等を判断する。さらにワールド内にレッドストーン回路を使用したギミックや、コマンドブロック
を使用した新たなシステム構築、またリソースパックやアドオンなど外部リソースを新たに組み込むような高
度な技術も盛り込んでいるかどうかも評価の対象とする。

計
画
力

子供向け
制作のはじめのときにスケジュールカレンダーやチーム計画表を作ることができるかどうか。さらに最後はス

ケジュールどおりに完成させることができたか。

審査員向け

制作初期段階でワールド制作スケジュールをカレンダー（計画表）として作成することが出来たかどうか、ま
たチームで制作する場合は担当者の作業分担配分などの一覧を作りプロジェクトとしてマネジメントが出来て
いるかどうかを判断する。またそのスケジュールや担当一覧などに沿って日程通り制作を進め完成させるまで
に至れたかどうかも評価の対象とする。

テ

ー
マ
性

子供向け
ことしの大会のテーマをワールドの中でたくさん表現できているか。プレゼンのときにテーマについてなにを

作ったかをしっかりと伝えられるか。

審査員向け
年度ごとに設定されている大会のテーマを、しっかりとワールドの制作計画や設計図に反映できているかどう
か、また完成したワールドにそのテーマがきちんと表現されているかどうかを判断する。

作
品
完
成
度

子供向け
ワールドが設計図どおりに完成したか、しかけがきちんと動いているか、さらに何も作れていない空き地や空
白部分が無くスクリーンショットや動画が綺麗に撮れているか。

審査員向け

構想段階で作成した構想や、設計図に沿って実際に制作したものが完成しているかどうか、途中で軌道修正を
行った場合はその修正通りに完成させることが出来たかどうかを判断する。ワールド内のギミックやシステム
がきちんと作動しているかどうか、外部リソースなどを組み込んだ場合は問題無く動作しているか出来ている
かどうかも評価の対象とする。また、よくあるケースとしてスーパーフラットで作成した際に陥る事が多い
【地平線まで広がる広大な空き地】や【建物と建物の間の空白区域】などの「目だって何も無い場所」が少な
く、スクリーンショットや映像にした際に綺麗に撮影が出来ているかどうかも評価の対象とする。



一次審査（地区ブロック予選）概要
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通過作品数： 182作品

リリース ： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000017.000073971.html

ピアボーティングの流れ：

①会員登録者は、自身の所属する地区（作品未応募者は所在地区）の作品を公式サイトから閲覧
②会員のマイページから部門ごとに１票、合計３票を投票

ピアボーティング後〜作品選出までの流れ：
①事務局にて投票結果を集計
②地区審査員のリーダー、サブリーダーは、集計結果の各部門上位６チーム＋次点５チームを確認
③５チームの内、上位６チームよりレベルが高いと判断した作品は入れ替えを行う
④最終的な６チームを選出

作品発表までの流れ：
①事務局の方で最終確認
②11月1日（火）、一次審査結果の一般公開

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000017.000073971.html


二次審査（地区ブロック本選）概要
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通過作品数： 39作品
リリース ： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000019.000073971.html

発表方法 ： 1チーム５分

チーム 分 発表内容

1チーム

１分 応募提出動画の再生

2分 参加者によるスピーチ

1分 審査員との質疑応答

1分 ※次の発表者との切り替えバッファ

二次審査通過作品数

部門 二次審査 作品数 最終審査 通過作品数

ジュニア部門 ６作品 上位１作品

ミドル部門 ６作品 上位１作品

ヤング部門 ６作品 上位１作品

アワードの選定数とインセンティブ

地区ブロック賞 各賞選定数 選定方法とインセンティブ

最優秀賞
各部門

上位１作品

点数と地区審査員により判断、この作品が二次審査通過作品となる

後日事務局よりデジタル表彰状を授与

優秀賞
各部門

最優秀賞を除く上位２作品

点数と地区審査員により判断

後日事務局よりデジタル表彰状を授与

奨励賞
各部門

下位３作品

点数と地区審査員により判断

後日事務局よりデジタル表彰状を授与

地域パートナー

特別賞

18作品中

１作品

部門に関係なく地域パートナーが独自に判断

後日事務局よりデジタル表彰状を授与／地域パートナーからの副賞の授与は地

域パートナーからの任意によって実施可能

※選定後、当日あるいは事後に疑義が判明した時は、失格とする場合がある。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000019.000073971.html


二次審査（地区ブロック本選）開催日と配信内訳
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二次審査会では北海道海外ブロックと東京ブロックにおいて地区ブロック大会初めての試みとなるオフライ
ンでの審査会が開催された。北海道海外ブロックでは、審査員は会場へ、発表者はTeamsからとなるハイブ
リッド開催となった。
また、二次審査においてもオーディエンス投票を実施。
審査会の模様をYouTube Minecraftカップ公式チャンネルにて配信し、公式サイトの会員登録者はそれらを
見た上で投票を行った。

●オンライン単体地区開催
11月 5日(土) ：四国ブロック（生配信）
11月12日(土) ：沖縄ブロック（生配信）
11月26日(土) ：南九州ブロック（生配信）

●オンライン二地区同時開催
11月 6日(日) ：東海ブロック（生配信） 、近畿ブロック（19時配信）
11月19日(土) ：北関東信州ブロック（生配信） 、南関東ブロック（19時配信）
11月23日(水祝) ：東北ブロック（生配信） 、北陸ブロック（19時配信）

●オフライン・オンライン二地区同時開催
11月13日(日) ：北海道海外ブロック(リアル/生配信)、中国ブロック(オンライン/ 19時配信)
11月20日(日) ：東京ブロック(リアル/生配信) 、北九州ブロック(オンライン/ 19時配信)



二次審査（地区ブロック本選）審査について
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地区審査員：４名

一次審査で審査を担当されたリーダー・サブリーダー審査員に加え、
一般審査員を加えた各地区４名で審査担当地区を審査。
審査方法はリアルタイムに発表をご覧いただき、採点シートに点数を記入。
後日集計シートを元に審査員4名でオンラインMTGを開き、賞を選定する。

地域パートナー審査員：１名

地域パートナー特別賞が授与される地区では、授与するにあたり賞を選定する
地域パートナー審査員１名が加わる。
こちらは地区審査員のように、採点シートを記入する必要はなく、発表を
ご覧いただいた上で、賞にふさわしいと思った作品に対して独自に賞を選定。



二次審査（地区ブロック本選）タイムテーブル
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開始 終了 時間 内容

12:30 13:00 30分 スタッフ打ち合わせ、接続準備

13:00 13:30 30分 参加者Teamsログイン、接続チェック、事前説明

13:30 13:55 25分 審査員打ち合わせ別会場、本会場ログイン確認

13:55 14:00 5分 休憩、スタンバイ

14:00 4分 司会：開会の挨拶、大会の説明

2分 地域パートナー挨拶

2分 審査員紹介（切り替え込み一人30秒）

14:10 2分 司会：審査方法説明（バッファ込み）

14:10 14:40 30分

ジュニア部門発表（６作品）
・１作品５分

・１分：動画上映
・２分：スピーチ
・１分：質疑応答
・１分：バッファ

14:40 14:45 5分 休憩

14:45 15:15 30分
ミドル部門（６作品）
・内訳同上

15:15 15:20 5分 休憩

15:20 15:50 30分
ヤング部門（６作品）
・内訳同上

15:50 15:55 5分 司会：閉会の挨拶、今後の大会情報

15:55 17:00 65分 延長バッファ、配信終了、審査員話し合いなど

主なタイムテーブルは下記を基準として進行する。



二次審査（地区ブロック本選）審査会の様子①
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11月5日(土) 四国ブロック
https://youtu.be/Lb1KFyWIv1Q

11月6日(日) 東海ブロック
https://youtu.be/6KseXu0-kbA

11月6日(日) 近畿ブロック
https://youtu.be/9dWAvjZC33M

11月12日(土) 沖縄ブロック
https://youtu.be/k_XMMoUXXUU

11月13日(日) 北海道海外ブロック
https://youtu.be/XWJQiYe09Fg

https://youtu.be/Lb1KFyWIv1Q
https://youtu.be/6KseXu0-kbA
https://youtu.be/9dWAvjZC33M
https://youtu.be/k_XMMoUXXUU
https://youtu.be/XWJQiYe09Fg


二次審査（地区ブロック本選）審査会の様子②
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11月19日(土) 北関東信州ブロック
https://youtu.be/cN8-mu_Pu9A

11月19日(土) 南関東ブロック
https://youtu.be/hstJutnFwo8

11月23日(水祝) 東北ブロック

https://youtu.be/-eTEOmLGx2s

11月13日(日) 中国ブロック
https://youtu.be/Jz5gr8wkjao

11月20日(日) 北九州ブロック
https://youtu.be/LN_nXjCY7YA

11月23日(水祝) 北陸ブロック

https://youtu.be/P4kPdFYzleE

https://youtu.be/cN8-mu_Pu9A
https://youtu.be/hstJutnFwo8
https://youtu.be/-eTEOmLGx2s
https://youtu.be/Jz5gr8wkjao
https://youtu.be/LN_nXjCY7YA
https://youtu.be/P4kPdFYzleE


二次審査（地区ブロック本選）審査会の様子③
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11月20日(日) 東京ブロック https://youtu.be/6uuSBUSCWVk

11月26日(土) 南九州ブロック https://youtu.be/Oc24PO5XUBk

https://youtu.be/6uuSBUSCWVk
https://youtu.be/Oc24PO5XUBk


Minecraftカップ2022全国大会

最終審査会・表彰式
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51

最終審査会・表彰式：公開概要、プログラム



最終審査会・表彰式：概要、視聴回数

タイトル：Minecraftカップ2022全国大会 最終審査会・表彰式

日 程 ：2023年2月5日(日)

会 場 ：積水ハウス SUMUFUMU TERRACE 新宿

リアルとオンラインの複合型で実施

出演者 ：ファイナリスト39組

審査員8名（タツナミシュウイチ、浅利美鈴、Kazu、小宮山利恵子、正頭英和、髙﨑正治、

畑紗羅、堀内容介）

パートナー、アドバイザー、運営委員 他

発表内容：①プレゼン動画発表 1分

②ワールド紹介 2分

③質疑応答 1分

審査方法：審査基準の6項目をそれぞれ10段階評価。

合計点数を元に審査員で審議し、アワードの選定。

配信URL：https://www.youtube.com/live/PB6PFDtsbzM

再生回数： 13,075 ※2月15日時点

最大同時接続数：287

52

https://www.youtube.com/live/PB6PFDtsbzM


最終審査会・表彰式 第一部
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＜第一部 9:30 - 13:20＞ 最終審査会

9:30-9:42 開会式

- Minecraftカップ全国大会 紹介

- 開会あいさつ（運営委員長 鈴木寛）

- 審査員紹介

- 審査方法について

9:42-13:20 参加者発表 次ページ参照



最終審査会・表彰式 第一部 ジュニア部門発表
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順
番

開始
時間

質疑
応答

地区
作品
ID​

作品名 チーム名
人
数

1​ 9:42 タツナミ 東北 479​
「Aquaculture水族館」とともに
くらす人とまち

Ricky​ 1​

2​ 9:47 小宮山 南関東 76​ 自然に優しい自給自足の街 MoonLightHM 1​

3​ 9:52 正頭 東海 96​ 海をまもるひみつきちのあるまち たくみとしゅんすけ 2​

4​ 9:57 浅利 沖縄 336​
夜のいきもののくらしをまもらないと!
NIGHT★ないと★タウン

じんじんナイト 1​

5​ 10:02 畑 北陸 852​ 水がきれいで魚も笑顔の町 まも＠ソロ 1​

6​ 10:07 髙崎 北九州 341​
たのしいみらいへレッツゴー!
「ごうかきゃくせんタウン」

まつだせいじゅ 1​

7​ 10:12 カズ 北関東 826​ コーラル島へようこそ IｔaruShark 1​

8​ 10:17 小宮山 四国 650​ 動物と人間が安全・快適に共存できる島 ゆでたまご 1​

9​ 10:22 髙崎 南九州 97​ 自然を守る空の町 コケ太郎 1​

10​ 10:27 堀内 近畿 545​
森と川と海がつながるまち
ーツリーハウス・ウォーターランドー

grow up together O.Y​ 2​

11​ 10:32 髙崎 東京 866​ 雷さまの方舟 CC​ 1​

12​ 10:37 浅利 中国 761​ みんなが暮らせる自然 マイクラブ（miclove） 4​

13​ 10:42 正頭
北海道
海外

146​ CO2を減らした街 kota craft​ 1​



最終審査会・表彰式 第一部 ミドル部門発表
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順番
開始
時間

質疑
応答

地区
作品
ID​

作品名 チーム名
人
数

1​ 10:57 堀内 北関東 792​
Symphonyof Lives
(いのちのシンフォニー)​

チーム高砂小 7​

2​ 11:02 小宮山 南関東 29​
人間も動物も植物も
みんなが快適に暮らせる山と海

CHIGASAKI LaLaLa C​ 8

3​ 11:07 畑 東北 338​
人と生き物 みんなの暮らしを
まるまるまるっと守るまち

雄太朗と柊吾 2​

4​ 11:12 髙崎 四国 995​ 絶滅後の世界 自然再生プロジェクト Team サニーガーデン 18​

5​ 11:17 堀内 東海 93​
循環型リノベーション都市
～人と自然とドローンが共存する街～

吉川岳人 1​

6​ 11:22 カズ 南九州 135​ 仮想都市やっちろの生物多様性 チームやっちろ 8​

7​ 11:27 正頭
北海道
海外

308​
BiodiverCity〜TWIN Town
(The World Inside Nature TOWN)​

BiodiverCity 2​

8​ 11:32 浅利 中国 264​
小さな村の取り組み

~自然をこわさない、共存できる村~​
OnigiriDSX 1​

9​ 11:37 カズ 北陸 736​ 未来の富山湾とまち CoderDojo 富山 3​

10​ 11:42 小宮山 東京 128​
日・水・風・光の自然の街
～目指せ!!NO炭素‼︎～

ChallengeCraft 1​

11​ 11:47 堀内 北九州 483​
陸と海のtwin tower
〜生き物と暮らし、SDGsを学ぶまち～

3兄弟チーム 3​

12​ 11:52 畑 近畿 951​ ゆでたまシティ ゆでたま 1​

13​ 11:57 タツナミ 沖縄 1035​ サンゴのカーミージー サンゴ森林守り隊 3​



最終審査会・表彰式 第一部 ヤング部門発表
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順
番

開始
時間

質疑
応答

地区
作品
ID​

作品名 チーム名
人
数

1​ 12:12 正頭 東海 108​ 自然と生き物がつながる持続可能な街 U-up​ 4

2​ 12:17 畑 北九州 894​ みんなと いきものの 街 coderdojoさが＆香椎 6​

3​ 12:22 カズ 南関東 232​
あたらしいがいっぱい 初島〜UI Island〜
地球と共に過ごす暮らしを、愉しみを

CoderDojo船橋・若葉
みつわ台連合チーム

10​

4​ 12:27 タツナミ 東北 296​
めざせ!SDGs先進県!
秋田をもっと×2自慢できる県に!​

Team AtoZ Lab​ 9​

5​ 12:32 浅利
北海道
海外

72​ 津別でかんがえてみた 津別中学校特別支援 5​

6​ 12:37 堀内 東京 160​ CodeTropolis Nature​
Coding Lab Urban 
Coders​

16​

7​ 12:42 髙崎 南九州 564​ 切子の塔
Beyond the limits
〜限界の向こうへ～

5​

8​ 12:47 タツナミ 中国 1122​ 巨大樹がつなぐ生命 metale 1​

9​ 12:52 正頭 沖縄 1048​ ミニ美らおきなワールド 沖カトクラフター 1​

10​ 12:57 カズ 四国 994​ バイオダイバシティー 自然素材の街 ガーデン スターズ☆ 9​

11​ 13:02 タツナミ 近畿 959​ 未来の水中都市 カナエラ 2​

12​ 13:07 小宮山 北関東 928​
2重の世界 自然との共存
〜挑戦しなきゃ世界は変わらない〜

Green Team
（CoderDojo浦和）

5​

13​ 13:12 浅利 北陸 178​ お米の成長
長岡高専
プレラボチーム

10​



最終審査会・表彰式 第二部
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＜第二部 13:30 - 14:50＞ 大会ふりかえり（裏：審査協議）

13:30-13:51

- 第二部 開会あいさつ（副運営委員長 赤堀侃司）

- 2022年度大会ふりかえり①

- 後援・省庁あいさつ

- 2022年度大会ふりかえり②

13:51-14:50

- パートナーあいさつ①

- 2021年度 最優秀作品の紹介

- パートナーあいさつ②

- 最終審査ふりかえり ジュニア部門

- パートナーあいさつ③

- 最終審査ふりかえり ミドル部門

- パートナーあいさつ④

- 最終審査ふりかえり ヤング部門



最終審査会・表彰式 第三部
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＜第三部 15:00 - 16:10＞ 表彰式

15:00-16:04 表彰式

- 第三部 開会あいさつ（監事 岡本正）

- 表彰式会場／アワードの紹介

- 各アワードの発表／授与

16:04-16:10 閉会式
- 大会活動報告（事務局長 池本修悟）

- 閉会あいさつ（鈴木寛）



最終審査会・表彰式 受賞一覧
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開始 賞 授与者 作品ID チーム名 作品名

15:04 ・クラフター賞 タツナミシュウイチ 93 吉川岳人
循環型リノベーション都市〜人と自然とド
ローンが共存する街〜

15:08・SDGs賞 浅利美鈴 336 じんじんナイト
夜のいきもののくらしをまもらない
と!  NIGHT★ないと★タウン

15:10 ・映像クリエイティブ賞 Kazu 338 雄太朗と柊吾
人と生き物みんなの暮らしをまるまるまる
っと守るまち

15:12 ・フューチャーイノベーション賞 小宮山利恵子 994 ガーデンスターズ☆ バイオダイバシティー自然素材の街

15:14 ・エデュテイメント賞 正頭英和 928
Green Team （CoderDojo

浦和）

2重の世界自然との共存〜挑戦しなきゃ世
界は変わらない〜

15:16 ・建築賞 髙﨑正治 264 OnigiriDSX 小さな村の取り組み ~自然をこわさない、
共存できる村~

15:18 ・プログラミング賞 畑紗羅 951 ゆでたま ゆでたまシティ

15:20 ・サステナブルまちづくり賞 堀内容介 160 Coding Lab Urban Coders CodeTropolis Nature

15:22 ・人と自然がつながる幸せ住まい賞 堀内容介(積水ハウス) 866 CC 雷さまの方舟

15:24 ・ワクワクして暮らせる社会賞 田中要(BIPROGY) 761 マイクラブ（miclove） みんなが暮らせる自然

15:26 ・人とまち賞 榑林康治(三菱地所) 338 雄太朗と柊吾
人と生き物みんなの暮らしをまるまるまる
っと守るまち

15:28 ・自然と未来のアグリ賞
爲井清文(農林中央金
庫)

545 grow up together O.Y 森と川と海がつながるまちーツリーハウ
ス・ウォーターランドー

15:30 ・まじめにふまじめ！？ 楽しんでつ
くったで賞

千葉均(ポプラ社) 96 たくみとしゅんすけ 海をまもるひみつきちのあるまち

15:32 ・こどもとＩＴ賞
佐々木勇治(インプレ
ス)

232
CoderDojo船橋・若葉み
つわ台連合チーム

あたらしいがいっぱい初島〜UI Island～ 地
球と共に過ごす暮らしを、愉しみを

15:34 ・ベストチームワーク賞 中井陽子(Microsoft) 995 Team サニーガーデン 絶滅後の世界自然再生プロジェクト

15:36・One World One Family賞 笹川順平(日本財団) 341 まつだせいじゅ
たのしいみらいへレッツゴー!「ごうかきゃ
くせんタウン」

15:38 ・奨励賞 審査委員長より一言 タツナミシュウイチ

15:42 ・オーディエンス賞 Kazu 1035 サンゴ森林守り隊 サンゴのカーミージー

15:44 ・学校賞 正頭英和 72 津別中学校特別支援 津別でかんがえてみた

15:46 ・新人賞 畑紗羅 108 U-up 自然と生き物がつながる持続可能な街

15:48 ・優秀賞：ジュニア部門 赤堀侃司 341 まつだせいじゅ
たのしいみらいへレッツゴー!「ごうかきゃ
くせんタウン」

15:50 ・優秀賞：ミドル部門 赤堀侃司 308 BiodiverCity
BiodiverCity〜TWIN Town (The World Inside 
Nature TOWN)

15:52 ・優秀賞：ヤング部門 赤堀侃司 232
CoderDojo船橋・若葉み
つわ台連合チーム

あたらしいがいっぱい初島〜UI Island～ 地
球と共に過ごす暮らしを、愉しみを

15:54 ・最優秀賞：ジュニア部門 鈴木寛 866 CC 雷さまの方舟

15:56 ・最優秀賞：ミドル部門 鈴木寛 792 チーム高砂小 Symphony of Lives(いのちのシンフォニー)

15:58 ・最優秀賞：ヤング部門 鈴木寛 1122 metale 巨大樹がつなぐ生命



最終審査会・表彰式 受賞一覧（奨励賞）
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作品ID チーム名 作品名

479 Ricky 「Aquaculture水族館」とともにくらす人とまち

76 MoonLightHM 自然に優しい自給自足の街

852 まも＠ソロ 水がきれいで魚も笑顔の町

826 IｔaruShark コーラル島へようこそ

650 ゆでたまご 動物と人間が安全・快適に共存できる島

97 コケ太郎 自然を守る空の町

146 kota craft CO2を減らした街

29 CHIGASAKI LaLaLa C 人間も動物も植物もみんなが快適に暮らせる山と海

135 チームやっちろ 仮想都市やっちろの生物多様性

736 CoderDojo 富山 未来の富山湾とまち

128 ChallengeCraft 日・水・風・光の自然の街 〜目指せ!!NO炭素‼︎〜

483 3兄弟チーム 陸と海のtwin tower 〜生き物と暮らし、SDGsを学ぶまち〜

894 coderdojoさが＆香椎 みんなと いきものの 街

296 Team AtoZ Lab めざせ!SDGs先進県!秋田をもっと×2自慢できる県に!

160 Coding Lab Urban Coders CodeTropolis Nature

564
Beyond the limits〜限界の向こうへ
〜

切子の塔

1048 沖カトクラフター ミニ美らおきなワールド

959 カナエラ 未来の水中都市

178 長岡高専プレラボチーム お米の成長



最優秀賞 副賞 特別見学ツアー

61

2023年4月2日（日）、最優秀賞を受賞した３チームを東京へご招待し、特別な見学ツア
ーを実施しました。

日 時 ：2023年4月2日(日)10時45分～16時30分
見学場所：日本財団パラアリーナ、日本マイクロソフト品川本社
参加者 ：ジュニア部門最優秀賞CC、ミドル部門最優秀賞チーム高砂小、ヤング部門最優秀賞metale

とそのご家族
参加人数：３組28名

実施概要：最優秀賞の副賞として受賞チーム全員を東京へご招待し、パラアリーナでは建物内の構造を知っ
たり、パラアスリートの練習風景の見学、日本マイクロソフト品川本社では勤務風景の紹介や施
設内の一部の見学を行った。交流会ではお互いの作品のワールド内に入って操作を楽しんだり、
受賞者から大会スタッフへ質問したりと、オンラインではなかなか実現できなかった交流会の実
施を行った。

【当日スケジュール】
10:45 東京国際クルーズターミナル駅 参加者集合
11:00-12:00 施設見学① 日本財団パラアリーナ

https://www.parasapo.tokyo/paraarena/
施設案内：日本財団 金子さん

12:30-14:00 昼食、自由行動
14:00 台場駅 集合
14:05 移動

15:00-15:30 施設見学② 日本マイクロソフト本社
https://www.microsoft.com/ja-jp/mscorp/branch/sgt.aspx
施設案内：日本マイクロソフト 田中さん

15:30 交流会（日本マイクロソフト本社 セミナールーム）
16:30 解散

https://www.parasapo.tokyo/paraarena/​
https://www.microsoft.com/ja-jp/mscorp/branch/sgt.aspx​


Minecraftカップ2022全国大会

大会促進における各種展開

62



オープニングイベント 2022年5月31日(火)～
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Minecraftカップ2022全国大会オープニングイベント

開催日：2022年5月31日 20：00～

概要：オンライン配信のMinecraftカップオープニングイベント
https://youtu.be/0uBVThiZAxg

目的：今年度のMinecraftカップのスタート、開催内容の周知
参加者への応援メッセージ

再生回数：5,335 回視聴 2022/05/31 にライブ配信

【プログラム（予定）】 オープニング 2022全国大会の概要説明
大会テーマ・アワードの発表
応援ビデオメッセージ
エントリー・作品応募について
教育版マインクラフトのアカウントについて
Q&A

https://youtu.be/0uBVThiZAxg


パンフレット制作

64

大会応募促進に向けてパンフレットを制作。全国各地へ5万部近く配布を行った。
現物とは別途、公式サイトにてダウンロード配布も行った。
https://minecraftcup.com/about/

また、下半期は通年で配布可能な6ページのリーフレットを制作。
パンフレットとは違い、応募締め切り以降も配布できる内容として、全国各地へ配布を行った。

https://minecraftcup.com/about/


アカウントの無償提供 2022年5月31日(火)～

65

教育版マインクラフトのアカウントを条件付きで無償貸与を行った。

2021年6月より、学校以外の塾やコンピューター教室でもライセンスを利用できるよう

になった。これを踏まえ、より継続して教育版マインクラフトを利用してもらうために、

条件付きで、3,000アカウントを上限として期間限定で無償提供を行った。

また、購入方法がわからないといった方のために、サポート動画なども作成した。



地域パートナーとの連携 2022年７月17日(日)～

66

各地域の大会を盛り上げる地域パートナーとの連携

各地域で大会認知やイベントサポートを担う10の地域パートナーと連携した。

東京都
東京ブロックの地域パートナー特別賞｢東京ベイｅＳＧ賞｣、
受賞者への副賞を設置した。また教育委員会を通じて都内

小中高校生○人に大会リーフレットを配布した。

エコキッズ探検隊
Minecraftカップ2022の応援企画として、施設見学や
SDGsに関するレクチャー、学んだことを実際に
Minecraftで作ってみるプログラムを実施した。
（詳細はp.75を参照）

地方新聞社
大会広報、ワークショップキャラバンの会場選定、集客、運営にご協力いただきました。
新聞各社が持つネットワークを生かし、本大会趣旨に賛同いただける地域企業、団体等の
新たなパートナーとの連携や地域コミュニティ形成、地方大会運営などにも継続してご協
力いただく予定です。



ワークショップキャラバン① 2022年7月17日(日)～
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全国13地区ブロックで
ワークショップをリアル開催

大会認知と教育版Minecraftを体験する機会と
して、オリジナルのワールドを使ったワークシ

ョップを全国13か所で開催した。
教育版マインクラフトを使ったプログラミング
を体験することで、大会に挑戦するものも多く
いた。

講師：タツナミシュウイチ氏
対象：小学生から高校生
参加：各日25人（全325人）
ダイジェスト動画：
https://youtu.be/ITvf5QZwsN0
視聴者数：268回（1月末時点）

ブロック名 開催日・場所

北海道海外 7/31（日）10:30〜15:30 北海道新聞社 本社（北海道）

東北 8/  7（日）10:30〜15:30 仙台トラストシティ（宮城県）

北関東信州 8/11（木）13:00〜16:00 信濃毎日新聞社長野本社（長野県）

南関東 8/20（土）13:00〜16:00 藤沢商工会議所（神奈川県）

東京 8/21（日）10:30〜15:30 グリーンパレス（東京都）

北陸 8/10（水）13:00〜16:00 新潟日報メディアシップ（新潟県）

東海 8/28（日）10:30〜15:30 セントレアホール（愛知県）

近畿 7/24（日）10:30〜15:30 東大阪市総合体育館（大阪府）

中国 7/23（土）13:00〜16:00 中国新聞社本社（広島県）

四国 7/25（月）13:00〜16:00 ちより街テラス（高知県）

北九州 8/14（日）10:30〜15:30 シーメイト（福岡県）

南九州 8/15（月）13:00〜16:00 びぷれす熊日会館（熊本県）

沖縄 7/17（日）13:00〜16:00 沖縄県立図書館（沖縄県）

https://youtu.be/ITvf5QZwsN0​


ワークショップキャラバン② 2022年7月17日(日)～

68

ワークショップの内容、教材開発について

社会課題「廃校の利活用」をテーマとし、アイデアをMinecraftで表現する

教育版マインクラフトを活用する教育的意義である、アイデアを構想する力、創造する

力を育むこと、他者と話し合い協働することに重きを置き、現実社会の課題を知り、考

え、Minecraftの表現とつなげて取り組める「廃校ワークショップ」教材を開発した。

ワークショップ
（約3時間）

授業
（45分×3コマ）

内容

30分 ― アイスブレイク（仲間と仲良くなる）

45分 45分 インプット・アイデア制作

90分 45分 マインクラフト制作

30分 45分 発表・好評

日本の廃校の現状やその利活用方法、アイデアの生

み出し方について学習し、グループ5人で解決案を考

え話し合い、予めMinecraftのワールド上に用意した

廃校をリノベーションするプログラム

集合イベント型に加え、学校の授業で使

える指導書がついた教材も作成した。



ワークショップキャラバン③ 2022年7月17日(日)～
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コロツアーについて

小学館コロコロコミックのファン向けイベント コロツアー と連携開催

Minecraftカップ大会認知を広げるため、コロツアー開催6拠点にあわせて、6ブロック（北

海道海外、東北、東京、東海、近畿、北九州）において同日にキャラバンを開催した。

来場者数：185,541人（6会場合計）

告知展開：コロコロコミック7月号（6/15h発売）、8月号（7/15発売）に掲載

Minecraftカップ体験ブース

教育版マインクラフトを使った過去大会受賞作

品に触れてもらい、大会の主旨や概要を紹介し、

エントリーを促した。

ワークショップキャラバンの作品発表

コロツアー会場のステージにて、廃校ワークショップの作品

（アイデアや工夫点）を子どもたち自身が発表した。



ワークショップキャラバン④ 2022年7月17日(日)～
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全国各地でのワークショップキャラバンの様子



ワークショップキャラバン⑤ 2022年7月17日(日)～
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全国各地でのワークショップキャラバンの様子



パートナー向けの施策①

72

作品づくりの参考になる
リアルな体験を伝えるパー
トナー企業のワークショッ
プを開催した。

今年度も多くの企業がパ
ートナーとして、Minecraf
tカップの作品づくりの参考
になるリアルな体験ができ
るワークショップを開催。
まちづくりや家づくりなど、
リアルな現場を知るワーク
ショップや、プログラミン
グやデジタルツールの使い
方を学ぶイベントとなった。

日時（公開日） パートナー名 イベント名

2022年
8月26日（金）
・27日（土）

三菱地所
農林中央金庫
エコキッズ探検隊

Minecraftカップ2022全国大会応援企画
エコキッズ探検隊
Minecraftワークショップ

8月23日（火） 積水ハウス
『Kazuさん 生物多様性のヒントに迫る』動画公開
https://youtu.be/UwykkYzT4zw

12月10日（土）

13:00-16:00
BIPROGY

Minecraftフォト大会
～親子でSDGsについて考えて「豊kな海や陸のあ
る世界」を作ろう～

12月23日〜
3月下旬

積水ハウス 応援施策 展示場

https://youtu.be/UwykkYzT4zw


パートナー向けの施策② 2022年8月

73

●Minecraftカップ2022全国大会 応援企画
エコキッズ探検隊 Minecraftワークショップ

●Kazuさん生物多様性のヒントに迫る

実施日：8/26（金）13:00-15:00 8/27（土）10:00-16:00場所：DMO東京丸の内、Marunouchi Street
Park、大手町ビルスカイラボ、常盤橋タワー（My Shokudo）

募集人数：親子25組50名（小学校3〜6年生)
参加人数：24組48名

実施内容：Minecraftカップ2022の応援企画として、施設見学やSDGsに関するレクチャー、学んだことを実
際にMinecraftで作ってみるプログラムをご用意しました。Microsoft Innovative Educator FELLOW
（MIEE）のタツナミシュウイチ氏によるMinecraftのワークショップと並行して、保護者の方向けには、子育
て・教育について考えるトークイベントを開催。

※再生回数のアーカイブは2023年1月時点の情報

公開日：8/23（火）
https://youtu.be/UwykkYzT4zw 8,338 回視聴

動画クリエイターのKazuさんが、大阪のど真ん中にある積水ハウス「新・里山」を探検。生物多様性のワール
ド作りのヒントに迫ります。

https://youtu.be/UwykkYzT4zw


パートナー向けの施策③ 2022年12月
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●Minecraftフォト大会
～親子でSDGsについて考えて「豊kな海や陸のある世界」を作ろう～

●積水ハウス 全国の展示場で作品展示

Minecraftを通じて親子でプログラム開発を体験する

Minecraftの楽しさを理解し、次年度のMinecraftカップへの参加を促す

Minecraftの世界で、SDGsを意識した世界を構築することで、親子でSDGsを身近に感じてもらう

SDGs活動の一環として、従業員への福利厚生として娯楽提供を通じて、新しい教育体系の体験を促す

参加条件フォト作成に教育版マインクラフトを利用すること（Minecraft全国大会サイトより無料入手可能）

募集人員10組（合計20名）程度＊募集人数は社内案内で掲載しない

オンラインイベント開催日:2022年12月10日（土）14:00～16:00

事前に作成したテーマに沿ったワールドを発表→タツナミ先生よりアドバイス。レッドストーン回路の説明、

レクチャーを行いました。

実施期間：
2022年12月23日（金）～2023年3月下旬
対象：
Minecraftカップに参加された方および今後の参加を検討されている方
内容：
○Minecraftカップ2022全国大会応募作品の掲示。各展示場より、作品1つ1つにコメントを掲載
○展示場にて「住まいのSDGs学習プログラム」を実施（再受講も可）。受講後には卒業証書をプレゼン
ト。
○生物多様性を学べるお庭づくりのカタログ「庭木セレクトブック」の使い方リーフレットをお渡し



過去の大会参加者に取材① 2022年7月～

75

Minecraftカップ2022
全国大会に参加した団体や
学校へ取材を行った。

目的：
Minecraftカップに取り組
んだ団体や学校がどのよう
に取り組んだのかを紹介す
ることで、学校や教育関係
者をはじめとするプログラ
ミング教育に関わる方々に、
大会に参加したいという思
いをもってもらうため。

公開日 取材先 記事リンク

7月13日（水） 埼玉県：鴻巣市立吹上中学校理科部 https://minecraftcup.com/news/541/

8月10日（水） 沖縄県：CoderDojo名護 https://minecraftcup.com/news/782/

9月18日（日） 大阪府：水都国際中学校・高等学校 https://minecraftcup.com/news/1232/

9月26日（月）
神奈川県：社会福祉法人聖音会鎌倉児童ホー
ム

https://minecraftcup.com/news/1234/

10月5日（水）
神奈川県：プログラミングと英語の教室
LaLaLa KIDS

https://minecraftcup.com/news/1236/

11月9日（水）
岡山県：プログラミング教室コドモミライク
エスト

https://minecraftcup.com/news/1748/

11月17日（木）
茨城県：開智望中等教育学校 Minecraft製作
同好会

https://minecraftcup.com/news/1780/

11月30日（水） 北海道：津別町立津別中学校特別支援 https://minecraftcup.com/news/1960/

12月27日（火） 学校法人角川ドワンゴ学園 N高等学校 https://minecraftcup.com/news/2162/

3月18日（土） 千葉県：CoderDojo若葉みつわ台

https://youtu.be/Yxm9tSfHWuE

https://youtu.be/nq1bF4lV6P4

https://minecraftcup.com/news/541/
https://minecraftcup.com/news/782/
https://minecraftcup.com/news/1232/
https://minecraftcup.com/news/1234/
https://minecraftcup.com/news/1236/
https://minecraftcup.com/news/1748/
https://minecraftcup.com/news/1780/
https://minecraftcup.com/news/1960/
https://minecraftcup.com/news/2162/
https://youtu.be/Yxm9tSfHWuE
https://youtu.be/nq1bF4lV6P4


過去の大会参加者に取材② 2022年7月〜
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全国各地での取材の様子

埼玉県：鴻巣市立吹上中学校理科部 2021年大会ファイナリスト

沖縄県：CoderDojo名護 名護市立稲田小学校と連携

大阪府：水都国際中学校・高等学校 マインクラフト部

神奈川県：
社会福祉法人聖音会鎌倉児童ホーム

神奈川県：プログラミングと
英語の教室 LaLaLa KIDS



過去の大会参加者に取材③ 2022年7月〜
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全国各地での取材の様子

岡山県：コドモミライクエスト

茨城県：開智望中等教育学校 Minecraft製作同好会

北海道：津別町立津別中学校 特別⽀援

学校法人角川ドワンゴ学園 N高等学校

千葉県：CoderDojo若葉みつわ台
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